
スギの赤枯病防除に関ナる研究 (第VII報)

林業苗畑用ミストスプレヤーの

2.3 の実験について
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1.緒言

首畑事業を機械化して，できるだけ労力費を節約し，能率を高めると同時に優秀な苗木を安価に，より

多く生産しようとする企てはまことに望ましいことである。筆者らも永年病害防除のの「究を行ってきた立

場上，薬剤消毒と関係の深い噴霧機については特に大なる関心をもつものである。

ふりかえってみるに，われわれの林業苦畑で使ってきた噴霧穣は，農園芸方面のものをそのまま取り入

れてきたにすぎないから，必ずしも満足のものとはいわれないごやはり林業苦畑には林$81;1:国での独自の

噴霧機の出現が望ましいことであるコ

本病の予防には，ボルドー液を散布することが義市上の常設ーともなっているごそれにもかかわらず赤桔

病の犬発生が時として，また所によってなお跡を絶たないことにつき，その 1 つのJQl由として，林業苗畑

で用いられている噴務機の性能に関連するものが大きいと考え，噴霧擦の能率化の改善をとくに考えた。

幸いに筆者の 1 人野原はかような希望から共立疫機三鷹工場の協力を得て，ここに林業苗畑府ミストス

プレヤーの試作を完成した。

そこで本報は，主としてこの試作ミストスプレヤーについて，スギの赤枯病訪除研究の一環として昭和

27 年より 30 年度までに行った 2. 3 の実検成積ならびに.木機使用に際しての注立などを芯し，今後事

業の参考に資したいと思う。なお噴霧擦の経済効果に関する試験は改めて報告の予定である、

本機の試fV引守]から J式験実施に当っても，終始御懇篤なる指導と助言を賜わった今関保護部長および試

作に種々御何日芯を闘った共立農機の小林社長，また飽;~試験に関して苗畑設定上御協力を煩わした，東京

および前橋阿営林JI-I):!持ならびに東京・栃木県庁林務"県の関係各{立に対しでも，深長なる謝意を表するもの

である。

2. 本機の試作方針

ヱj>:機を試作するに当って，当初同社に依頼した動力噴毒機としてそなえるべき要望骨子を列挙すると次

のとおりで，参考までに掲記するつ

1) 従米使用の動力噴議機のように，多数のホース持ち人員を要しないこと c

2) 自由に苦畑に搬入でき .Lカ‘も燥{乍は 1 人でなしとげられること c

3) 宮木の犬小，または町j~聞の広狭に応じて随時調整可能のことっ

(1) 秋田支場主計自分場長 (2) 保護部樹病科樹病研究室員
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4) 苗木の下からも十分薬剤が散布されること。

5) 従来の噴霧機のようにしばしばノズルに薬剤がつまったり，穴が大きくなって霧化が大とならな

L 、こと。

3. 本機の特徴とその要目および性能

試験結果に先だって本機の特徴とその要 Ffおよび性能について記し，本機の各種試験成績についての了

!切に使とする。すなわち，本機は写真 Hこ示すよう

に，首畑に自由に搬入できるよう，リヤカーを基盤

として，薬液槽(約 3 斗入)，ポンプ，送風機(風速

毎分 80~90 刑〉 と，これらの動力源として空冷四

個程単筒ガソリシ発動jJ:\t (2.5IP) を取り付け，総重

量薬剤lを含めて約 120 kg , 1 人て、十分操作て、き，軽

快である。霧イヒ機構として薬液が 1 kg/c刑宣の圧力

のもとで円板に吹きつけられ，四散して高速風圧の

写真 1 宇都宮営1北署 Wj域首畑において共立大 ため，薄膜となり，円板の周りから切断せられ微粒

型ミスト機によるスギ苗消毒の実況 化して，これが風流とともに送達されるものであ

るつこの点が従来のものと趣きを異にし，高位育旨偏心回転型ポン 7・であり，問題の噴口や，パイプのつま

り，または磨粍の憂いが少ないことは本機の大きな特徴といえよう。

次に本機の要町および性能を記すると次のようである r

{本体 73.5 kg 

総重量〈車 休 22.3 /" 

[計 95.8 // 

霧粒到達距離 (可悦)無風時 20 m 

l 反歩防除時間約 20 分

取改い人員

長

高

中高

さ

さ

薬液槽容量

正 1 名，補助 1~2 名

1.3m 

1.4// 

0.8// 

541 (3 斗)

薬液槽射口流量 0.6~0.7511分

送)或機

風速 85 問/sec ， 空気流量 0.18 間3/sec ， 回転数 6 ，400 R. P. M. 

粒子の大きさ

ノズル No. 1 40~70 ミクロシ， No. 2 70~120 ミクロ ν ， No. 3 120~250 ミクロシ

ポンプ

型式保心凹転型，容量 1 kg/cm2 15//分，回転数1，700 R. P. M. 

使用発動機要問
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名体 ロピン G 13. I型式空冷l司{@程 I詳筒ガゾリン発効[幾

出力 2.7lP. ['11'伝数最大 3.200 R.P.M. 筒容積 169 cc. 燃料消費量 0.81(11寺，燃料槽容積 41

4. 試験成績

A. 散布能率比較試験

本試験は宇都宮営林宗明域活焔ほか数カ所の r町田で昭和 27 年行ったものである。種々の郡合で実際に

従来の動力噴議機との比佼試験ができたのは，高萩営林署上台苗畑備付けの宿谷式と，白河営林署神畑苗

畑の初回式で，その他のものは参考に能率測定をして比較したものである。

この成績(第 1 表〉でl川らかなように，高萩営林習の宿谷式劫力噴議機は散布主体人員 9 人を要した

が，本機は 1 人で足り，しかも散布功程は平均宿谷式約 10.000 m' であるのに，本機は. 11.000 m' とい

う結果を示し，付帝人員を含めた l 人 1 日当りの散布抱行面積ば前者が 503 mヘ本機は 2.900 mヘ約 6 1l'f

にも達するのである。

また白河営林'~の神畑苗畑におL、ても，初回式動力噴霧機の主体人員 5 名に比し，ここでも 4 人の労力

費を節減して 1 人 1 日当りの散布功程，前者は 2.100 m' に対し， 本機は 3.900 m' 約 2 倍の能率増進を

表わしたのである 3

首畑の大小または地況によっては本機の使用が常に有利かどうか明らかではないが，同じく 1 人で操作

するものの 1 例として船木式背負全自動噴霧機は 1 人 1 日約 420 m' にとどまる。

ci主) 本機は 27 年各所の苗畑でなんら準備工作のない床答功で実t換したのであるが，能率に最も

影響ーをきたすのは，その!日fHの組付方法の

いかんに帰しているから，今後本機実行床

替予定地は条舶の必要があり，また歩道

(運転路兼用〉なども十分考慮しでかから

ねばならないコ今参考までに床替地に理想

と思われる本綴搬入路の設置を図示すると

第 1 図のとおりである。

B. 有効至11達距離に関する試験

a. 基礎試験

50'" 

第 1 Iヨ 本機使用の際の値付床と歩道との関係

短形1n畑 1.000 平方米の 1 例

本機は無風n寺に薬剤可制距離が約 20 m にも達するが，はたしてこの距離が本病防漁の有効距離に、与る

か否かを一応明確にしないと，実{子上支障するので，基礎試決を行った。その方法は便宜林試浅川実験林

構内(高さ 2m. 幅1.5 刑，奥行 20 刑〉横穴内で，本撲を最奥部に搬入して，噴射口を外方に向け，所定

時間，所定量のボ、ルドー液を噴射し. 15 分間霧化薬剤jの沈下を待って 1m おきに，第 I 実験 4 枚，第E

実験 15 枚のあらかじめ用意したスライドグラス上に採集し. 2 枚は本菌の発芽試験用，その他は秤量用

に供した。秤量:土 1 万分の l 精密実秤を用い，胞子発芽はスライドグラスの 484mm' の中央部を選び，

あらかじめ本病被害責より採集した新鮮な本病原菌の胞子 (Cercosþora cりゅtomeriae) を殺菌蒸溜水に

洗い落し，白金耳 4 刑問で 5 ルー 7・ずつ塗抹して湿室ペトリシャーレ内に 1 枚ずつ入れ. 25'C の恒温

器内にて 24 時~~1放置し，その個体数1.000 個体内外について発芽の状況を調査したものであるご

本成績によると，ノズルの大ノj、によって薬剤lの到達距離な異なり. No. III (号室口径 3.9 抑制〕ノズルで
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種 、組

Kind of sprayer 
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tn 1 表散布能 率

Comparis泊n of spraying efficiency 

-T 所?|必「 l-f 訂正2JEl--if吋314ii|需品1111Jl11Eg14 
1 ~.，.~ ~ i \髄む 1 #$J"i5. ~:判日む!弘己 ö.コ 1 ~ 1;箆凸 1 ;隻-< 1 ;餐

;estrv INurservl ~ �5 1 ぷ記 3g| 吃パ凶 SI ~!-'~I-- 同
10伍日 1 "1翠 I*~ ，:Bi~ 1''1< ~脳Uî l 挺 |託 |匂

共立二三J;ス7Uヤべ叫引IZ22Z11円城|スギ|町内 l JIIー 1-70 1 リノー 1 ~月 407;'1 15 誌
SゆおEJTY戸 'J[ 1 ~ .~;;:t;aIMyozi叩年生|…附|山 1" wl ノ 1 7 日 lτ山 'v ー

宅adriぷ!賞議機 JEkf| 上台|スギ 11 グ 1 16 トト~5J リノー |lii|I ，叫 64 ・ 20
'- ・ IUwadai1 // [ 1 ~ 11ート12.51 ~ I..H 

[ ~ [ ~ PowerSprayer hagil~"~~~1 [" '~.v[ 1 ~ 
共立さストスプレヤー IIJ塑 1 .. 1 .. 1スギ 21 __ 1 ,/ 1, , , r 1" > 1 8 月: 'AJ 
Kyo~tsu:s.!:1 ist Sprayer I // // グ I // I 16 I 1 ト 15 1 リノ 1 14 日|

i ype II[ 1 [ 1  ..，~ I 
初回式動力噴議機| 白河|干111 畑 1スギ ~i カゼイ: R FI 1 _ 1 

H5;~~;~~ -Pow� -iSh~~~~ II<à~~t日以前I1 // i 25 1 1 - 1 叶沿灰 |175i l ， 800126 ∞ 
共立ミスト.7-. 7" レて一lIf型 Iyoritsu's Mist Sprayerj // // I // I // I // //グ|グ 9001 20.30 

Type JJ[ 

三重瓶式償打~~.三自動頃弱機 i 東京!み 1 砧 |スギ I " 1 cハ I " I N I 7 月 I ， J 冒 E ハハ
sE凶JUt。mMKspmyer1Tokyolkinuta|2 年生 I ω | υ | ソ I 9 日 1 'UVj '"・ VV

lJ休試浅川i Ò:;--:.I~ If4 'fr ,(..nt! 
乱五ごteZ2JZ吉J3c Gover-i試験苗畑t グ 1 // I // i グ 1 // 11~月 l 川 40 ∞
Sprayer l mmti Asa-||ili|9日.L，J. VI ""l V 山

l F. E. S.[ kawa 1 

ほだ22t2P機 q I // 1 // 1 // 1 グ 1 // 1 // 11~月 1 7心。 o。
~;h~uîcÎ;;~S~;~;er 1 " 1 13 日 1 ， v 1 山山U

備考 (1) 1 日当りのJ}J程は，実働 6 時間とす。

(剖付情人員数は設備その他によって差異を生ずるのでいずれも各iE畑の実働によった。

皿
A主
3叩|

草ー団ーーーー・ 第二回一

晴口径 3.91111n 噛口径は問I'~
\唱曹崎間 E 砂 噴霧碍聞 40 砂 2 ・ l 者j ; ハ i川//ぺぺ/ゴ1二;..1

""1 ¥'¥ / / :1 ぃ //iM
) ーく'"，_/'，-， , j ~I 

第 2 l~司

は 8m 以上より，また No. J (噴口1.2 刑制)ノ

ズノLでは 11 間前後より，漸次発芽上外の傾向を示

した)本発芽の結果から考察し，両者とも有効日[i隊

はほぼ一致していることがわかり，ノズツL のノj、さな

ものはいくぶん遠山隊まで薬剤の到達することが認

められたっ

もっとも散布当初の発芽抑制程度から直ちに薬剤l

の有効到達距離と断定することは，時日の経過によ

って薬剤の消失を考えた場合の規準には困難とは考

えるが，これら発芽状況の差異から大体の有効到達距離の大綱をつかむことができる。

しかし実行上は安全を見て， 5~6 削 くらいまでを本桜の有効到達距離と見るのが本基礎試験によって

うかがわれる。なお，これは従来事業の標準散布量に当るスギ 1 年生坪 5 11-散布をもととした。もっとも

本実験は 1 聞の実験で不規則の点も見受けられるし，また実際若木に散布した場合とはおのずからその趣

きを異にするので，引き続き実験を繰りかえす予定である。

b. 圃場実験

昭和 28 年浅川苗畑で列間 30 cm ， 苛潤 15 cm の 2 年主床替苗畑について，東西 10 m , 南北 5 聞の



比較試験

with various machines 

官Ec斗UJ 主NEe会JZmi会〕 ;AJLZAP2よすJr 人員数|主体人員 l 人 l 日付帯人員を含む
-，--~i-----， 1 ~.llJ""，" .l~，""，"，，~:"~.l_" U~~ /^\.~!'; ~V~/_;_~<~/ ~ il 人 1 日当りの

出両τ4-ldl単 れ ðl主:'õ ~1 合計l 当りの散布量;散 布 量
lhU12 む I ~ ~ 1~.5 r， 1 刃|可R-El凶 ~.~I 【 |l Sprayed area|SDrEYed area 

s1 1551待日 ε! 日五 1護官主[おち!竺む ~I空戸 el t;~ Totall p;;-~e-c~s~;~y 1 ~P;;:t;t;î 
< 1 521 :出 |lg| :F1 ←託 F|禄己主 l • mm-i member 1 member 
阻|旬 Ul謡 i1l遂 i '*ò::ち|様ð't 1 I berj (per day) I (per day) 

間21石問2 1 m:! 

9 ， 6∞I 9.ω1 ~ I ~ I ~ 1! 2 I 1 i 3 I 4; 9 , 600 2 ， 4∞ 

6 ,0301 10.051 2 1 6 1 1 9 , 2 1 1 1 
14 ， 4∞1~1~1~I~i 81~1~1 

11 ベ 54~!~l~|l l21  11 

ト4.401 212111541216!  

15 , 660[ 9. 001 ~ ~ i ~ I 1 I 2 1 2 , 4 1 

4 ,3201 7 イ 2l2 15  2 I 1 

1. 80 1 i ~ I 1 2 2 2 

I l  

1 ,2601 1.301 1 1 ~I ~ 1 1 2 2 3  

(3) 全自動噴霧機については，押圧時間も散布時間の中に繰り入れ測定す。
(-t) *技術研究第J[号東京営林局 p. 77 
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3 ,912 

2 , 182 

563 

503 

2 ,913 

(野原・陳野)

670 
1,800 

11 , 652 

15 ,660 

864 

4 ,800 

5 

B 

4 

12 

11 
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3 

3 

3 
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473 

420 

945 

1,260 

4 1,890 

第 2 表有効到達距離に関する試験成績 A. 南方より北方に噴射

(n召和 28 年度東京総浅川町畑にてスギ 2 年生首木供用)

E任ective range of this machine for the prevention of the disease 

(On 2 year-old seedlings at Asakawa Nursery in Tokyo in 1953 , sprayed toward North) 

| 同封|調査時の本.数| 赤枯病被害度別本数調査 怯枯病
番町薩~ !努ち四国1 Nu~~~:~.;>!.::e~~~:~ngs 1 "'N~~b~/~f'~di~~a~~d ~e~dli~~g~' 1被害祝度

l hlh 吋 at inv閉pfh-1 1(指数〉
川 351三255l 飽九百 lp苗| 計 同 21 竺王虻さ l さ:31:zii J|Index 

No. i l2 ëi 話口 U4 1- 1 fl 宮 古 ・己| 1 l 出 |誌zsiHeal吋 E蹴d I To凶|諮問翠凶|壬湾料品|議冨 SJ ← 1 in'j:;ry 

165 I 139 1 24 163 1 24 I 0 0 0 I 0 I 24 I 0.1 

165 1 125 I 39 164 i 39 0 0 0 0 i 39 0.2 

165 I 112 50 162 i 50 i 0 0 0 0 I 50 0.3 

165 1 119 1 45 164 1 43 2' 0 I O! 0 I 45 1 0.3 

165 1 96 I 68 164 1 65 ; 3 O!  0 O!  68 I 0 ・ 4

O~1 

1~2 

2~3 

3~4 

4~5 

市
i

勺
L
q
u
A
T
R
J
V

散布回数 5 月 27 日， 6 月 9 ・ 26 日， 7 月 15 ・ 31 日， 8 月 20 日， 9 月 3 日， 10月 6 日，計 8 回

濃度および散布量 4 斗式ボルドー液，坪当り 3.3 合

Dates sprayed: May 27 , Jun 9 ・ 26 ， July 15 ・ 3 1. Aug. 20 , Sep. 3, Oct. 6. 

Conc. and quant. of chemical: Bordeaux mixture (1-1 ー20)
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箇所で， A区は本機大型!きスト機を慌に南方より北方に年間 7 回薬剤lを散布し，南方より 1 制おきに 5 区

分し，各区間の赤桔病発生状況を 10 月常法によって調査したコこの成績を示すと第 2 表のとおりである 3

また同僚に区劃した床替苗畑B区では，西方より東方に常に薬剤を散布することとし，同方向に 1 間お

きに 10 区分して，前者同様発病状況の差を調査したのが第 3 表の成績である。
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成績箔 3 表によると，赤桔病の被害程度は 0.1 より 0.4 に至る発病差を示し，近距離より遠距離にな

るにしたがい，その発病程度がすすむ傾向がわかった。また第 3 表の成績も，同様速距離ほど発病大とな

り，以1ì!X位置より 5~6m ではその被害程度三 0.6，それより遠くなれば急激に発病が多くなり，最も遠距

離 10 仰に至つては，その被害指数1. 3 ìこまで進行しでしたC

以上南方および西方の 2方向より，終始同一方向に，薬剤散布を行った 2 つの実験から考察すると，本

機はスギ苗畑事業として ， 4~5m 程度を有効到達距離と考えるのが，使用上安全であろう。 なお事業実

施に際しては，苗木の大小 ， nt2 当りの生立本数，散布日の風向とその風力等を十分に考慮しなければな

らないであろう。

本機には自由に方向を変えらるべき，フレクシプル接手があるが，常に同一方向からのみの散布を行っ

て，この反対側の面の発病抗兄を知るためにあえてこのような極端な試験を行ったのである。念のため本

試験苗畑に近接したところで，令理的に本機を使用した場合を調べたが，この松度の距離差では発病差が

現われないことが確かめられた。

以上基礎試験および現場箇場での実験から 5m 前後までを本援の有効到遠距離として事業実行に応用
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し，その際は風向などを利用し，毎回実行のつど前|而1の散布方向等も考慮して，各方向から薬剤を散布 F

るよう努める必要があるコ

C. 本機による赤粕病防除効力比較試験

本試験の比校に用いた噴霧慢は，従来から使いなれた植木式1/2 半自動噴霧機で，両者を同じく浅川百

:J: lllのスギ l 同床替古木について， ri~毒期間中両機をそれぞれ別個に終始比較使用したものである。その成

績ば第 4 表に示ずっ

第 4 表本慢と柏木式半自動噴霧機との赤枯病防除効力比較試験

(昭和 27 年度，浅川:問IIIにて，スギ 1 年生育木供用〕

Comparison of 巴任ectiveness between this machine and Ueki-style semiautomatic 

sprayer for the pr巴vention of the needle blight of Sugi 

(At Asakawa Nursery in Tokyo , with 1-year-old seedlings in 1953) 
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種目
一
ワ
ぱ
コ

番
目

N

1 ， 5∞| o 1 九 l 吋叶 ω61 〆 221 11 11 ,3821 1. 8 

備考 1. 1ll'í付本数に対する調五時の本数の減少は根切虫，羊害その他の被害により消失せるものとす。

2. 試験地而ß!t 1 号 60 m' 2 , 3 号 30 m' 

供試薬剤1] 6 斗式石J)(ボルドー液，展着剤，カゼイン石灰を薬量 1 斗に対し 5 匁添加

散布回数 5 月 16 日， 6 月 17 ・ 27 日， 7 月 12 ・ 22 日， 8 月 6 ・ 19 日， 9 月 3 ・ 16 日， 10 月 10 日，計10回

施用量 1 号区， 1干 3 合平均， 2 号区，坪 5 合平均 訓î1t昭. 27. 10 

ChemicaI: Bordeaux mixture (1-1-30) , added with Calcium casein 

Dates sprayed: May 16 , June 17 ・ 27 ， July 12 ・ 22 ， Aug. 6 ・ 19 ， Sep. 3 ・ 16 ， Oct. 10. 

この成績によって明らかなように，問機とも被害発生程度は，その指数 0.2 で対照区(無散布〉は1. 8

という結果となり， 111~1際問にはべつだん lド乙の差異:工認められなかった。このことはし市、かえれば噴霧機

構を著しく異にした本機が何ら支障なく十分他穣同憶に消毒効果を発揮していることが立証されたものと

考えられる。

D. 運転路の有無と散布功程試験

本機は簡単に床替古畑に搬入して操作できるところに製作の主目的をおいている c したがって理想的に

考えれば，首畑の常風や，薬剤の有効到達距離等を基として，作畦の方向を決定し，さらに本擦の運転溶

を設ければ操作上申し分ないはずである。しかし歩道をわざわざ設定しなくても作間を考慮して搬入でき

る仕組になっている本機にあっては，苗畑全体一様に床替した方が有利なように考えられる。こうした点

をはっきりさせるために運転絡を有する区と，然らざる区との比較試験を行うのが本試験の司的である。
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番号 1 種 類|坪当り散布量〔合〉
PlotllQuantity  of 

.Y'  , chemical 
N|Kind  1 u  
0 ・ i sprayed 

運転路のない区 l
Not 
establishment I 

21 運転路のある区|
Established 

試!，\'!ílブ'J'I'i長

4.2 

5.0 

~~ 5 表運!fl[;!/，各の有無と散布功干li1試験成績

Relation between spray efficiency and establishment 

(For 1-year-old seedlings, at 

ノズルの大いさ 布((付付属面地 積 供試航付本数(H~ttll) (内径削m)
Planted area Number of 

Dia. of (Path) dlin~s L in 5 月 27 日
nozzle (m') test plot 

No. 1 
236 5 ,451 11.44 

(3.8) 

No. 1 200 4 ,692 11.43 (3.8) (36) 

濃度 4 斗-式ボルドー液施川

この試験も同じく浅川|首脳で行ったもので，スギ 11m床替苗木について施業面積 200 m'. 苗木約 5 ， 000

本内外をJrjc 、て，運転路(渉道)を有する区はmi7N 10 削，南北 5m に区J，~J したî'iÏtllI 4 カ所をならべ，こ

れらの州閥におのおの幅1.2 聞の運転洛を設置したのと，然らざる区では，東西 10 m ， 南北 23.6 m の

古畑 1 区劃にJIiJ問の歩道1.2 聞を設けて行った門前者の運;1日各の面積 36 例2 では，この有無によって生

ずる本機の操作の難易を，毎回時間的に記録し，年間 8 回の散布の平均所要時聞を算定し，さらにこれに

伴う苗木消7F費およびスギ.赤枯病発生状況についても Jt，佼検討を試みた。

試験結果

本成績は第 5 表に示す 1

この成績によると，運転路を設tiïした区は 1 回平均の操作時間が 14 分 55 秒で，然らざる区は 15 分

11 秒となり，一応の所要時聞をつかむことができた。

しかしこの差異は主として機織の調子から生じたものと考えられる 3 それは 200 m' の操作時間中に，

最少 11 分 19 秒，最大 20 6子 24 秒の聞きを有すること，また薬剤lの散布量はともに 200 m' 分とし，

ノズルも同一径のものについて，しかも毎分当りの薬剤のl質問量もなるべく同様にJ操作したものであるか

ら，恨本的には液量に制約され，大差あるとは考えられないっ

したがってこの程度の試験区かr::>， ha 当りに換算することは， この場fTむしろ誤差が増大する危険性

があるので，門的とした操作時間の対比についてはさけることとしたぺ

次に歩道の有無が赤木古府発生Iこし、かなる影;揮をきたすかを知るために，その被害f'Mitを比較すると阿者

主も成績は第 5 表のように指数 0.1 で全く相一致して差が見受けられない結果となっている。

この試験は本機のような高能率の噴霧機に対し，試験地が狭カるったように考えられるので，今後さらに

広大な面積について継続してみるつもりである。

E. 本機による薬剤lの濃度と散布量試験

スギ赤枯病防除には，筆者らは永年稀薄ボルドー液散布を提唱し，現にこの方向に一般も添うようにな

ってきたっしかし，本機の使命とするところは濃厚液少量散布にある以上，稀薄液をそのまま用うること

は，本機の薬槽に対したびたび薬液の補充を行うことになり，したがって付借労力を要し，ひいては散布

能率にもその影響は大となる~それで濃厚液半量散布と稀薄液{音量散布の聞に本病防除効果に差があるか
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(昭和 28 i:þ，度，東京市\í浅川苗畑にて，スギ I 年生前木供1tJ)

of paths among nursery beds to make use of machine 

Asakawa Nursery in Tokyo , in 1953) 

19 

散布日および散布所要時間 l 
Date and time necessitated tospw |赤枯病被害

l 程度(指数)

仰日同月26 日 7山日 7 月 31 El 8fl20El 9R3El 10 月 6臼散布回数可野JPP Mex 加
Total ~::~ド injuryecessary llme I 

~~1~ 1-'1~ ∞\ 17.27 I 14.00 I 戸一 120j4l;|lJ7117

10.08 ¥ 15.10 I 16.18 ¥ 14.00 ¥ 18.55 18.41 8 14.55 

Concentration of Bordeaux mixture: 1 • 1-20 

第 6 表 薬剤の濃度と散布量によるスギ君i咋古病防除試験成績

(f昭和 30 年度，瑞穂苗畑にて，スギ 2 ・ 3 年生苗木供用)

0.1 

Effect of various concentrations of Bordeaux mixture on the prevention of the disease 

(At Mizuho Nursery in Tochiki , in 1955) 

I 7;~ A I 供試植| [ 赤枯病被害度別本数制死
番号|濃度|古 口|付本数|調査本数 1___ __ No. of d即日sed seedlings 赤枯病被害

'~T "，4^'" ，...~ l\.T.....-..~ 1-;一一 一一一一一一τ7 間 ~松度(指数)
Plot Age of I r-:~~~~f I ~.~~・ 0fl 蜘号制IT ~_:抑さ FU E| ボIZS 国 i

total I sumpled 一回.0 .~ I !゚!i .sー:~ぢ I Index for 
N0・ Concent seedlings I pla山 I ~;ï;~~s 選あ i 津山岳言何回限 23 ← |injury

I 2 斗式'õ 1 L ,")f'lr\ <"") 0 -,C:: .-"')...,..., I 1 ') 1'1 fl r¥ 'ﾕnr. I 
I( íー ~~6)1 2 I 16 ,200 I 3 ,375 I 2771 13 0 i 0 I 0 I 290 I 0.1 

2 I // 3 5 ,940 I 1 ,551 I 358 I 10 1 i 0 0 I 369 1 0.3 
i 4 斗式'") lt:. lrv'¥ ') '}f� "1AL  I '7 (ﾌ (ﾌ (ﾎ ..,r:'1 (トトお) 2 I 16 ， 1∞ 3 ,208 I 246 7 0 I 0 0 I 253 0 ・ 1

4 // 3 5 , 940 1 ,33 1 I 472 2 0 o  0 474 0.4 

薬剤散布 5 月初日， 6 月 7 ・ 20 日， 7 月 8 ・ 28 日， 8 月 13 日， 9 月 II 日，計 7 同

使用機械共立三輪ヨスト

面 積 l 号総閣僚 150 施業地 135
2// 132 ll7 

3 // 149 134 

4// 132 ll7 

計・ 563 503 

f 2 1ド生日木列問 1. 0 尺苗門 0.3 尺条Mとし 18 列ゾとに 2.8 尺の歩道を設けた。
床替方法 13 F F 1.5 F20:5 N 'lI Z p 

苗木の犬いさ 2 年生 I~î約 0.8 尺， 3 年生苗約 2.5 尺(1 0 月末現在〉

どうかを確方、めるため木於験を行ったっこの成績は第

6 表に示すご

本成績は栃木県県営瑞穂町~IUで前述までの犬型さス

ト械と異なった三輪ミスト機を用L 、て，スギ 2~3 年

生につき， 4 斗式坪当り 4 合， 2 斗'Y匂5~当り 2 合の割

で年間 7 回散布し，比較試験を行ったものであるご

結果は 4 斗， 2 斗式ともに 2 年生にあっては，その

被告税度指数 0.1 を示し， 3 1["4にあっては，その指

数は前者は 0.4，後者は 0.3 のわずかな差を表わし

栃木県々営j帯穏若畑において三輸さ

スト機によるスギ苦消毒の実況
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所要人員| 薬剤

人員|単価|金額|所要量|単価
年生! 分| 人|町 円l V 円

I -!.IS 1. 31 I 250 I 327 . 50 硫酸銅 13.5 , 
2 630.00 I 女 1. 31 I 150 I 196.50 生石灰 13. 5 ~ 

2 斗式L.. 1 U<..IU.uv I�2.62)' 'vV I (52~~òå5 
(2合/坪) 1一一一一丁一 | 男 1.17 250 I 292.50 I 

3 555.40 I 女 1.17 150 I 175.50 I // 
I (2.34) I (468. ∞) I 
男 2.87 250 I 717.50 I 

2 1,375.20 I 女 2.87 150 I 430.50 1 N 

2 I 4 斗式 I----.! -----，---J~74) 山A町一 | 

併合/坪〕! 3 1 l ,28540 1 2 23 | ?認 l Z:認 | 
(5.38) I (1 ,076.00) I 

第 7 表(付表〉 機械経費調べ (瑞穂苗畑)

品 名 I {回数|単価|金窓側
ド]1 門 l 年 P:J 

450 1, 350 1, 350 

IJ、楠 B コ 140 1, 120 1 , 120 

竹 手話 2 本 20 40 40 

λ 干ァ ヅ 2 コ 120 240 240 

ヤカ ン 1 コ 650 650 

4仁Î、 t'F l 台 4 ,200 5 840 

リヤカー // 10 ， C コ0 5 2 ,000 

三輪ミスト // i 75 ,000 5 15 ,000 

当面a畑で消毒を要する苗木

員数は 755 ， 000 本〔昭 .30)

で m' 30 本柏とし ， ha 当

り 300 ， 000 本となる
円本円

25 ， 870+755 ， 000 ニ 0.03

0.03円 X300 ， 000 二 9 ， OOOIIJ

(1 ha 当り償却費〉

前 1 1 !?:おら~ 1 21 ,240 1 25 ,870 

た。しかしこの程度の数字差だとまず薬効には差があるとはし、われない程度のもので，本結果によって本

機を使用する場合，銅の絶対量を同量に散布するならば，波事液少量散布の方法をとって差し支えないこ

とがわかった。

しかも散布時間差についても(第 7 表参照) , j濃厚液三!こ量散布区は 1 ， 000 m' 約 1 時間，稀薄液{昔量散

布区に対し，約半分の所要H寺IliJで足りるのただし，本試験で散布能率の特にイlí:ドしている理由は，不慣れ

であったことと ， 1m 前後の大苗木となったことと考える n

5. 本機の使用と床替に当つての注意

1) 本機は(大型ミスト機)苗畑内に随時搬入するのが特徴であるから床替苗畑では条植が必要条件と

なる。したがって，その条聞は本機の車体幅 (84 cm) を基準に考慮せねばならない。もつ主も最近徐草効

率の面から短柵植から条植に切り替えられつつある点は，本機の使用上好都合と思われるご

2) 短柵植となっていても，本機の搬入できる特定の歩道(限度幅 1. 2 m) を 5~6m おきに施設しで

さえあれば差し支えない。

3) 単位面積当りの床替員数から考慮し，余浴のある苛畑ならば 5~6m おきに前述のような歩道兼本

機運転路があれば，この間の苗木の成長を考慮し，できるだけ狭めて養苗本数をふやすのが得策と考え
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(日召手i] 30 年度， Tii!lj秘前畑，スギ 2~3 年生苗木供用〕

費 |燃 料 費|付属 Ä~...6..q-ci I /t~+"，J.þ， I A ~r. 市計費
トー(一 • ^ .= I 経費|合計金額 1 償却費|合 計 |{i 年/l打 7 同1

金額 i 所要量: ll�. fmi 金額| I \散 布j

ドJ 1 1サ円i 円 門円| 円l 円
1,822.50 

21 , 37 777 160 3 ， 661 ・ 50 1,386 , 5 ， 047 ・ 5 I 35 ， 332 ・ 5
(2 ， 200.ω) I ~'i v' '" I 

19 I // I 703 1 160 1 3 ,531 . 5o // 4917.5i 山 5

F1461F[1702l  160l5-lpi6m5[461日
庁 1 43 1 // 1 1 , 591 160 I 5…// 6 ,413.5 1 44 ,894.5 

るつしかし，この場合の専用路に充当した用地くらいは十分ねん 11\ できるはずである c

4) 民間苗畑のように全畑に一定の列問をもって条舶でうめつくした床替地て・も，本機の使用には一向

差し支えはなし、ごただし，列間 30 cm 隔のみは本機の草体隔の都合上窮屈であるから，この列聞はざけ

るべきであるつ

5) 条|前でも，短(j肺([でも，両端で本機が方向転換するだけの余地として最少限1.2 m ， できれば 1.5m

くらいの歩道があればrll し分ない。このことは播種床でも同様である。

6) 播種床では，日記のような付栴施設のため床の上部を運転することは不可能となる場合が実情と尽

われる勺この場介は歩道を最小 1.2m くらいに設けて，床闘を同様にしておく ただし傾斜地とか，万

一歩道で運転できない場合は本機の車体をはずし， 2 人で.jr!うようにもなっている二しかし，このような

場合はむしろ背自式さストが便利と思われる

6. 摘要

1. スギ赤枯病防除に|対する研究の一環として消毒に最も関係ある噴主号機の能率化を計るために林業首

畑に即した超能率的慣務機として， きストスプレヤーを共立差是機の協力によって試作したー

2. 散布能率の比較I試験結果の l 例として本機(二処立大塑きスト機)を宿谷式動力噴霧機と対比すると，

f、j時人員を含めた 1 入 1 日当りの散布面積は，本機が 6 {むにも i主する高能率を示した

3. 有効到述illi離;こ IYJする試験結果では，ノズルの大小によって到達距離に多少の差があるが，実行上

は安全を見て 5~6m くらいまでと考えるご

4. 本楼と従来の噴霧機(植木式半自動式)について赤枯病防除効力の比較試験を行った結果では，何

ら甲乙の差は認められなかった3

0 ・ 運転路の有無と散布功程試験の結果では，試験地狭陸のため確かな結果はつかめなかった。

6. 本撲による薬剤の濃度と散布量試験の結果(共立三輸さスト様使用〉では濃厚液半量散布も，稀薄

液倍量散布もボルドー液の同一鈎含量さえ散布すれば，薬効差は見受けられず散布所要時間の関係からも

濃厚液散布の方法を探って差し支えないと考える。
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Researches on the Prevention of the Needle Blight of “ Sugi" 

(Cryptomeria jαrponicαD. DON) (Vtl) 

Some experiments with a type of mist sprayer, designed to suit forest nursery 

Y�a NOHAI<A and Yoshiyuki ZINNO 

(R駸um�) 

1. The authors produced a type of mist sprayer by way of experiment in cooperaｭ

ticn with Ky�itsu Agricllltural Machine Manufacturing Co. in Tokyo in order to get a 

spray machine , super efficient and sllitable in forest nllrsery , and to prevent 巴ffectively

the needle blight of ]apanese cedar "SlIgi" (Cγyptomeγia japonica) caused by Cercospoγd 

cγyptomeγzae. 

2. The area sprayed in a day by this machine was as mllch as 6 times that by a 

traditional spray machine named “ Shllklltani Style" by heads. 

3. The 巴町ective projection range of this machine in the field seemed to lie in 5~6 

meters with safety , even allowing that the range was somewhat a任ected by the diameter 

of nozzle. 

4. Preventive effect of this machine on the needle blight of ]apanese cedar was 

equユ 1 to that of a traditional spray machine named “ Ueki Style Semiautomatic Sprayer". 

5. By this machine, spray tests were carried out with Bord巴aux mixture at various 

concentrations and qllantities for the seedlings of ]apanese cedar. 

From these tests it was conclllded that spraying with higher concentration but lesser 

quantity can be used as well as the diluted bllt greater quantity method, so far as the 

molecules of copper in the former are not di妊erent from the latter , in due consideration 

of the saving of time, though the authors proposed previously that it is enough to use 

diluted Bordeaux mixtures instead of the traditional concentrations to prevent the 

needle blight. 


